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第
百
十
九
輯
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―
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印　
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能
登
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

　
二
〇
二
二
年
四
月
よ
り
、
本
研
究
室
は
、
人
文
学
研
究
科
日
本
学
専
攻

基
盤
日
本
学
コ
ー
ス
日
本
文
学
・
日
本
語
史
学
講
座
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
新
し
い
研
究
科
に
な
っ
て
か
ら
一
号
目
の
前
輯
に

続
き
、
こ
の
第
百
十
九
輯
は
、
二
号
目
に
あ
た
る
『
語
文
』
と
な
り
ま
す
。

　
論
文
は
、
古
典
一
本
、
近
代
三
本
、
国
語
学
二
本
、
計
六
本
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
名
誉
教
授
の
出
原
先
生
、
本
学
教
員
の
岸
本
先
生
、
本
研

究
科
を
修
了
な
さ
っ
た
屋
木
先
生
、
大
学
院
生
の
小
西
氏
、
服
部
氏
、
西

谷
氏
に
よ
る
力
の
こ
も
っ
た
多
様
な
論
文
を
揃
え
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

新
刊
紹
介
で
は
、
会
員
の
み
な
さ
ま
の
新
刊
書
四
冊
を
ご
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。
ご
高
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
甚
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
完
全
な
る
収
束
は
い
ま
だ
不
透
明
で
予
断
を
許
さ
な
い
も

の
の
、
活
動
制
限
は
少
し
ず
つ
で
す
が
解
除
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
は
元
通
り
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。
留
学
生
の
入
国
も
可
能
と
な
り
、
授
業
の
多
く

も
対
面
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
一
月
の
国
語
国
文
学
会
は
、
オ
ン
サ
イ
ト
に
て
開
催
の
予
定
で
す
。

三
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
会
員
の
み
な
さ

ま
と
直
接
に
お
顔
を
あ
わ
せ
、
学
術
的
な
対
話
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
と
な
る
の
で
は
、
と
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

（
渡
邊
）


